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○
大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
二
十
年
大
分
県
条
例
第
四
十
九
号
）

新
旧
対
照
表

改
正
後

現

行

大
分
県
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
の
解
消
等
に
取

大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例

り
組
む
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例

人
権
は
、
全
て

の
人
が
個
人
と
し
て
の
生
存
と
自
由
を
確
保
し
、
社
会

人
権
は
、
す
べ
て
の
人
が
個
人
と
し
て
の
生
存
と
自
由
を
確
保
し
、
社
会

に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ

に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
あ

り
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
く
固
有
の
権
利
で
あ
る
。
全
て

の
人
は
、
様
々

り
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
く
固
有
の
権
利
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
は
、
様
々

な
個
性
を
も
っ
た
存
在

と
し
て
皆
同
じ
よ
う
に
大
切
な
人
権

な
個
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
皆
同
じ
よ
う
に
大
切
な
人
権

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

の
で
は
な
い
。

。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
な
お
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
社
会
的
身
分
、
門

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
な
お

部
落
差
別
じ
め

、
、
社
会
的
身
分
、
門

地
、
人
種
、
民
族
、
信
条
、
性
別
、
性
的
指
向
、
性
自
認
、
年
齢
、
障
が

地
、
人
種
、
民
族
、
信
条
、
性
別

、
年
齢
、
障
が

い
、
疾
病
等
に
よ
る
不
当
な
差
別
そ
の
他
の
人
権
侵
害
が
存
在
す
る
中
で
、

い
、
疾
病
等
に
よ
る
不
当
な
差
別
そ
の
他
の
人
権
侵
害
が
存
在
し
た
、
イ
ン

さ
ら
に
こ
れ
が
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
複
雑
多

タ
ー
ネ
ッ
伴
う
新
た
な
状
況
の
変

化
も
お

様
化
し
、
私
た
ち
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

、
私
た
ち
の
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
者
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
者
の
人
権
に
つ
い
て
も
正
し

く
理
解
し
、
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
そ
の
共

く
理
解
し
、
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
そ
の
共

存
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
全
て

の
個
人
が
自
律
し
た
存
在

存
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
べ
て
の
個
人
が
自
律
し
た
存
在

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
社
会

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
平
和
で
豊
か
な
社
会

の
実
現
は
、
県
民
全
て

の
願
い
で
あ
る
。

の
実
現
は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
大
分
県
民
は
、
全
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

こ
こ
に
、
私
た
ち
大
分
県
民
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
決
意

会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
決
意

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則
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（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

第
一
条

こ
の
条
例
は
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

二
十
八
年
法
律
第
百
九
号
）
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

十
八
年
法
律
第
百
九
号
）
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
、
本
邦
外
出
身
者

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る

第
六
十
八
号
）
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
六
十
八
号
）
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四

策
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
号
）
な
ど
、
人
権
尊
重
や
差
別
解
消
を

号
）
そ
の
他
の
人
権
尊
重
を
目
的
と
し
た
法
律
等
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

目
的
と
し

た
法
律
の
理
念
に
の
っ
と
り
、

、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び

に
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
人
権
が

に
県
、
県
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
関
し
て
県
が
実
施
す
る
施
策
（
以
下
「
人
権

尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
関
し
て
県
が
実
施
す
る
施
策
（
以
下
「
人
権

尊
重
施
策
」
と
い
う
。
）
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

尊
重
施
策
」
と
い
う
。
）
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

人
権
尊
重
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し
、
も
っ
て
全
て

の
人
の
人
権
が
尊

人
権
尊
重
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し
、
も
っ
て
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

（
基
本
理
念
）

第
二
条

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
は
、
全
て

の
人
が
自

第
二
条

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
は
、
す
べ
て
の
人
が
自

己
決
定
を
尊
重
さ
れ
、
自
己
実
現
を
追
求
で
き
る
社
会
、
全
て

の
人
が

己
決
定
を
尊
重
さ
れ
、
自
己
実
現
を
追
求
で
き
る
社
会
、
す
べ
て
の
人
が

部
落
差
別
、
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
差

差
別
部
落
差
別
や
、
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
、
障

別
、
感
染
症
の
患
者
等
に
対
す
る
差
別
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別

に
対
す
る
差
別
な

（
以
下
「
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の

ど
あ
ら
ゆ
る
不
当
な

及
び
そ
の

結
果
生
じ
る
不
合
理
な
較
差
の
解
消
に
取
り
組
む
社
会
並
び
に
全
て

の

結
果
生
じ
る
不
合
理
な
較
差
の
解
消
に
取
り
組
む
社
会
並
び
に
す
べ
て
の

人
が
多
様
な
価
値
観
と
生
き
方
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

人
が
多
様
な
価
値
観
と
生
き
方
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
を
旨
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
～
第
七
条

（
略
）

第
三
条
～
第
七
条

（
略
）

（
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
及
び
人
権
週
間
）

（
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
及
び
人
権
週
間
）

第
八
条

部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
の
解
消
の
取
組
を
進
め
る
た

第
八
条

差
別
の
解
消
の
取
組
を
進
め
る
た
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め
に
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
（
以
下

め
に
「
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
（
以
下

「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」
と
い
う
。
）
を
、
人
権
に
つ
い
て
の
理
解

「
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
」
と
い

う
を
、
人
権
に
つ
い
て
の
理
解

を
広
め
る
た
め
に
人
権
週
間
を
設
け
る
。

を
広
め
る
た
め
に
人
権
週
間
を
設
け
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
九
条
・
第
十
条

（
略
）

第
九
条
・
第
十
条

（
略
）

（
調
査
研
究
）

（
調
査
研
究
）

第
十
一
条

知
事
は
、
人
権
尊
重
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
関
し
て
、
県
民

第
十
一
条

知
事
は
、
人
権
尊
重
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
関
し
て
、
県
民

意
識
及
び
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
に
関
す
る
実
態
の
把
握
そ

意
識

の
把
握
そ

の
他
の
必
要
な
調
査
研
究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
他
の
必
要
な
調
査
研
究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
～
第
十
五
条

（
略
）

第
十
二
条
～
第
十
五
条

（
略
）


